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審   査   の   要   旨 
 
著者が研究の対象としたバングラデシュは、1954年、1974年、1988年、1998年に大きな洪水を経験した。ま
た、1970年、1991年、2007年、2009年にはサイクロンが大きな被害をもたらした。さらに、北西部では農産物
がたびたび干ばつの被害を受けている。このような極端現象は、特定の地域の農産物の収穫量を大きく減少さ
せ、場合によっては農業の基盤となっている農地や役畜などを壊滅させ、農業の持続を困難なものとする。同
国における全雇用人口における農業の雇用人口の割合は、47.5%と高く、今後増えると予想される気候変動に
起因する極端現象が、貧困率に与える影響の分析の意義は大きい。本論文で明らかにされた地域的な脆弱性や、
極端現象に対して抵抗力のある農家の特質の情報は極めて重要である。本論文に示された研究手法は、他国に
おいても適用可能であり、また、得られた結果は、バングラデシュで施行される農業計画や政策の立案に大き
く貢献するものである。本論文は、高い学術性を有し、また、新たな計画や政策の立案に大きく貢献するもの
と判断する。 
平成30年7月20日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験を行
い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によっ
て合格と判定された。 
よって、著者は博士（農学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
 
